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特集「兵庫県における外来哺乳類の現状と課題」

第3章

兵庫県神戸市におけるニホンアカガエル繁殖期に

出没・カエルを捕食したアライグマの記録

栗山武夫 1*,2.沼田寛生 1

1兵庫県森林動物研究センター

2兵庫県立大学自然・環境科学研究所

要点

・2019年2-3月に神戸市において自動撮影カメラを用いてニホンアカガエルの繁殖

地にアライグマが出没しカエルを捕食したことを記録した。

・ニホンアカガエル成体と卵塊、セトウチサンショウウオの捕食が確認された。

・イタチspp..アオサギ・モズ・フクロウ・タカ科sp．もニホンアカガエルを捕食し

たが、出没・捕食時刻数はアライグマが最も多かった。

keywords: アライグマ、セトウチサンショウウオ、ニホンアカガエル

Predation on the Japanese brown frog Rana japonica by invasive alien racoons 

in Hyogo Prefecture, Japan 

Takeo Kuriyama1*,2 and Hirao Numata1 

1 Wildlife Management Research Center, Hyogo 

2 Institute of Natural and Environmental Sciences, University of Hyogo 

Abstract: Invasive alien raccoons have a negative impact on native fauna through 

interspecific competition and predation. In particular, raccoons have a substantial 

impact on amphibians, which are keystone species in the wetland ecosystem in Japan. 

Several studies have demonstrated that raccoons prey on native amphibians, as 

determined by racoon gastrointestinal contents, amphibian remains, and video records. 

In the present study, an infrared camera trap survey was conducted in Kobe, Hyogo 

Prefecture, Japan to evaluate the impact of predation by raccoons on the Japanese 

brown frog Rana japonica, which lays abundant eggs in the wetland during the early 

spring. Based on our analysis, raccoons not only prey on adult frogs but also on their 
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eggs. Furthermore, raccoons also preyed on the Setouchi salamander Hynobius 

setouchi. 

Keywords: Hynobius Setouchi, predation, raccoon, Rana姐ponica

1. はじめに

アライグマ (Procyonlotor)の本来の生息地は北米大陸である (Gehrt2003)。日本に

は 1970年代に放映された TVアニメ「あらいぐまラスカル」の影響による飼育目的の輸

入と、その後の飼育個体の野外への放獣が現在の野生化の発端とされている（阿部 2011)。

2007 年の環境省の調査では、石狩平野•関東・中部・近畿の都市部を中心に 5km メッシ

ュ単位で 1,388に生息が確認されたが、 2017年の調査では 3,862メッシュまで分布域が

増加し、秋田・高知・沖縄県を除く 44都道府県で生息が確認されている（環境省自然環

境局生物多様性センター 2018)。2005年に特定外来生物による生態系等に係る被害

の防止に関する法律（外来生物法）による特定外来生物に指定された。

野生化したアライグマによる被害は 4つに分類される。①農業被害、②人獣共通感染症

の媒介、③住居や社寺への侵入や破損、④在来生態系への影響である。農業被害について

は外来生物法に基づく捕獲と有害鳥獣捕獲の実施や防護柵による防除がされているが、

2015-2017年度の 3年連続で全国合計約 3億円の農作物被害金額を起こしている（農林

水産省 野生鳥獣による農作物被害の推移（鳥獣種類別））、 2019年 12月23日確認）。人

獣共通感染症はレプトスピラ症（奥野 2009)や日本脳炎ウィルス（前田 2009)、重症熱

性血小板減少症候群(SFTS、前田 2016)などが捕獲個体の検査により報告されているが、

ヒトが死に至る狂犬病や、神経症状や視覚障害を引き起こすアライグマ回虫も原産地や飼

育個体で報告がある（佐藤 2009;阿部 2011)。

在来生態系への影響については、主に類似したニッチ（生態学的地位）をもつ種との競

合と、捕食による影響の 2つである。類似したニッチを持つ種との競合は、タヌキ

(Nyctereutes procyonoides)やニホンイタチ (Mustelaitatsりといった中型哺乳類で懸

念されており、アライグマとタヌキの食性が類似していること (Matsuoand Ochiai 2009)、

タヌキの密度にアライグマ密度が負の影響を与えること（栗山ほか2018)、タヌキの行動

圏がアライグマと重複していないため排他的な可能性があるという事例 (Abeet al. 2008) 

が報告されている。アライグマは雑食性であり、木の実などの植物性のものから甲殻類・

節足動物類などの無脊椎動物、両生類・爬虫類・鳥類・哺乳類などの脊椎動物を広く食べ

る (Matsuoand Ochiai 2009;加藤ほか 2016)。そのため捕食による在来種への影響も

懸念されている。

本稿では日本各地で捕食事例が報告されている両生類に注目した（表 1)。両生類は幼生

期に水中、変態後は主に陸上に生息し、節足動物などの捕食者 (Hiraiand Matsui 2002)、

節足動物・鳥類・哺乳類の被食者 (Hiraiand Hidaka 2002)であるため、里山生態系内

でキーストーン種として重要な分類群であると言える。種によっては水路のコンクリート
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化などの圃場整備で生息密度が減少し、レッドリストに記載されている。表 1は現在まで

に各地で報告されているアライグマによる両生類の捕食事例を列記した。食痕や両生類密

度の減少などの状況証拠から、胃内容・捕食の撮影などの直接証拠が事例としてある。

本研究ではアライグマの捕食事例の報告がないニホンアカガエル（図 lA、Rana

japonica) を対象とし、ニホンアカガエルの繁殖期にその生息地において自動撮影カメラ

を設置しアライグマの出没の有無、カエル捕食の有無を明らかにすることを目的とした。

ニホンアカガエルは調査した兵庫県でのレッドリストでランク C （兵庫県 2017、Cラン

ク：環境省レッドデータブックの準絶滅危惧に相当、兵庫県において存続基盤が脆弱な種）、

神戸市ではランク Cである（神戸市 2015、神戸市内において存続基盤が脆弱な種。極力、

生息•生育環境、自生地などの保全が必要な種）。

表 1. 日本国内のアライグマによる両生類捕食事例の一覧

種 場所 確認法 備考 著者

エゾサンショウウォ 北海道 食痕・足跡 堀•水島

北海道 食痕・カメラによる捕食撮影 堀ほか
北海道 食痕・カメラによる捕食撮影 堀

トウキョウサンショウウオ 神奈川県食痕・足跡 アンケートによる聞き取り Hamayaet al 

神奈川県食痕・足跡・カメラによるアライグマ撮影 金田
埼玉県 食痕・足跡 関口ほか
東京都 消化管内容 卵嚢 金田ほか

セトウチサンショウウォ 兵庫県 カメラによる捕食撮影 本研究 栗山・沼田

無尾目

アズマヒキガエル 神奈川県食痕・足跡 松田
神奈川県足跡 産卵確認場所の減少 福山ほか
神奈川県不明 産卵がなくなった 金田・加藤
北海道 食痕・カメラによる捕食撮影 アズマヒキガエルは国内移入種 八谷

ニホンヒキガエル 佐賀県 消化管内容 佐賀県
ニホンアマガエル 千葉県 消化管内容 Matsuo and Ochiai 

兵庫県 消化管内容 横山・木下
福島県 食痕 伊原ほか

シュレーゲルアオガエル 千葉県 消化管内容 Matsuo and Ochiai 

福島県 食痕 伊原ほか
モリアオガエル 福島県 食痕 伊原ほか
トノサマガエル 福島県 食痕 伊原ほか

兵庫県 消化管内容 横山・木下
ッチガエル 兵庫県 消化管内容 横山・木下
ヌマガエル 兵庫県 消化管内容 横山・木下
エゾアカガエル 北海道 食痕・カメラによる捕食撮影 堀ほか
ヤマアカガエル 神奈川県足跡 福山ほか

神奈川県食痕・足跡 産卵数の減少 金田
神奈川県消化管内容 掛下ほか

ニホンアカガエル 兵庫県 カメラによる捕食撮影 本研究 栗山・沼田
無尾類 sp. 島根県 消化管内容 種の記載なし 金森ほか

島根県 消化管内容 種の記載なし 小宮ほか
両生類 spp. 群馬県 カメラによる捕食撮影 種の記載なし 姉崎ほか
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図1.A ニホンアカガエル（尺'a.najaponica) と、 B卵塊(3つ）

2. 方法

(1)調査地

調査は兵庫県神戸市北区山田町の国営明石海峡公園神戸地区あいな里山公園（以下、あ

いな公園）内で行った。

2017年3月にニホンアカガエルの卵塊を確認した場所の中から 3カ所を選択した（図2)。

いずれの調査地も通年にわたり水がはっており、棚 030はかつてのため池、自然生態園と

森の水辺は放棄水田である。後述した自動撮影カメラは 2017年に卵塊が多く観察できた

場所に、水辺に向けて設置した。

あいな公園の植生は、コナラ群落が優占する落葉広葉樹二次林が総面積の約 70％を占め

ており、次いで耕作放棄地が約 17%、残り 13％には竹林、シイーカシニ次林で構成される

常緑広葉樹、アカマツ群落で構成される常緑針葉樹二次林、スギ・ヒノキなどで構成され

る植林地などが含まれる（自然環境保全基礎調査第 6 • 7 回、環境省、

http://www.biodic.go.jp/kiso/fnd_f.html, 2020年 1月6日確認）。調査地には対象としたニ

ホンアカガエル以外にもニホンヒキガエル (Bufojaponicus japonicus)、ニホンアマガエ

ル (Hylajaponica)、シュレーゲルアオガエル (Rhacophorusschlegelii）、モリアオガエ

ル (Rhacophorusarboreus）、 トノサマガエル (Pelophylaxnigromaculatus)、ウシガエ

ル (Lithobatescatesbeianus)が生息する。調査した 2月はニホンアカガエル以外のカエ

ル類は通常冬眠している。

調査対象の神戸市は1998年にアライ グマが初めて捕獲され、その後2013年度から2018

年度は毎年 1000頭以上の捕獲をしている（栗山・高木 2020)。あいな公園においては

2014年度から 2018年度までに学術捕獲で計44個体が捕獲されている。
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図2.調査地の概略。A.3調査地の位置関係。B.自動撮影カメラの設置例。C-D．棚 030

の地図と写真。 E-F.自然生態園の地図と写真。G-H.森の水辺の地図と写真。緑丸：イン

ターバル撮影用カメラ設置位置、赤丸：動物撮影用の自動撮影カメラ設置位置。
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(2) ニホンアカガエル繁殖期の特定と卵塊数のカウント

ニホンアカガエルは 2月から 3月初旬に数日間、繁殖地となる水辺に集まり産卵する。

成体は、繁殖日以外は水辺周辺の林床に生息し、水中にとどまる個体は少ない。また、繁

殖行動時以外にオスはほぼ鳴かないため、繁殖日は水辺の個体の存在あるいはオスの鳴き

声で特定できる。繁殖日を特定するため、調査地ごとに 2台ずつ 1時間に 20秒間インタ

ーバル撮影する自動撮影カメラ (BushnellTrophy Cam HD Aggressor No-Glow、

Bushnell社、米国）を 2019年 1月31日に設置した。使用したデータは 2019年2月 1日

から 3月6日までの 33日間である。水際に木製杭を設置し、地面と水平に地上約 50cm 

に自動撮影カメラを水辺に向け固定した（図 2B)。ニホンアカガエルの鳴き声が録音され

たか、あるいはカエル個体の撮影があった場合は繁殖した日とした。産卵の有無と卵塊数

を各調査地で2019年2月28日に目視で確認・カウントした。卵塊は直径約 10cmの球

状である（図 lB)。

(3) アライグマ・その他の動物の出没の特定

動物を撮影するために 10秒間撮影できる自動撮影カメラ (BushnellTrophy Cam HD 

Aggressor No-Glow、Bushnell社、米国）を棚 030には5台、自然生態園には 7台、森の

水辺には 5台設置した（図 2)。設置条件はインターバル撮影と同様である。赤外線センサ

ーの検知範囲内に動物が進入した際に、 10秒間の動画が連続して撮影される設定とした。

2月8、22日に SDカード交換と電池残量の確認・交換、その他のメンテナンスを行った。

本研究では誘引物等は使用しなかった。

動物の撮影頻度は一般的に有効撮影期間 100日当たりの独立撮影回数が使用されるが、

本研究では各調査地に 5-7台設置したため、同一動物個体が複数のカメラで撮影されて

しまうので、 1時間ごとにいずれかのカメラである種が撮影された場合を「撮影のあった

時刻」とした。つまり撮影のあった時刻数は 1日当たり最大24である。

アライグマがニホンアカガエルの繁殖期に合わせて調査地に出没頻度が変化するかど

うか明らかにするため、下記の 2つの一般化線形混合モデルで解析を行った。

①カエルの繁殖期前後でアライグマの出没頻度が異なるのかを明らかにする目的で、ア

ライグマの日ごとの撮影のあった時刻数／総時刻数を目的変数に、各調査地でニホンアカガ

エルが確認された日以降を 1とし、その前日までを 0として説明変数に組み込んだロジス

ティック回帰分析を行った（パッケージ ”lme4”、Rver. 3.6.1; R Core Team, 2019)。ラ

ンダム効果は各調査地とした。

②カエルの繁殖ヒ°ークから遠ざかるほどアライグマの出没は減少するのかを明らかに

する目的で、アライグマの日ごとの撮影のあった時刻数／総時刻数を目的変数に、各調査地

でニホンアカガエルが確認された日を 0とした経過日数を説明変数にしたロジスティック

回帰分析を行った。ランダム効果は各調査地とした。
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3. 結果

(1) ニホンアカガエルの繁殖期

棚 030では 2月 3、4、6、7、8日の 5日間、自然生態園では 2月 3、4、6、7、8、9

日の 6日間、森の水辺では 2月 5日のみ鳴き声またはカエル個体が確認された（図 3)。

すべての調査地で卵塊が確認され、その数は棚 030で 63、自然生態園で 166、森の水辺

で45であった。
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図3. アライグマの日ごとの撮影された時刻数。赤線はニホンアカガエルの鳴き声または

カエル個体が確認された日。

(2) アライグマの出没とカエルの捕食

全ての調査地でアライグマが撮影され、モノクロ動画で確実な種同定はできないがニホ

ンアカガエルと思われる個体と、ニホンアカガエルの卵塊、セトウチサンショウウォ

(Hynobius setouchi、以前はカスミサンショウウオ）の捕食が確認された（表 2、図 4)。

アライグマ以外で撮影された哺乳類はイタチ属の一種（以下、イタチ）、ニホンノウサギ

(Lepus brachyuruS:)、ニホンジカ (Cervusnippon)、アカネズミ (Apodemusspeciosus)、

41 



兵庫ワイルドライフモノグラフ 12-3 

イノシシ (Susscrofa)で、その内ニホンアカガエルの捕食を撮影できたのはイタチであ

った。鳥類ではアオサギ (Ardeacinerea)、モズ (Laniusbucephalus)、フクロウ (Strix

uralensis)、タカ科 sp.(Accipitridae)の出没とニホンアカガエルの捕食が確認できた。

なお、このほかマガモ (Anasplatyrhynchos)が棚 030と森の水辺で同時に複数個体が連

日撮影され、棚 030で 1日ゴイサギ (Nycticoraxnycticorax.)が撮影された。捕食が撮影

された動画ファイルは映像データベース (YouTube、https://www.youtube.com/)に掲載

し、附録にURLを示した。アライグマの撮影された時間帯はすべての調査地で 19時から

翌6時であった（図 5)。

ニホンアカガエルの繁殖期前後でアライグマの出没頻度を解析したところ、繁殖期前後

で撮影時刻割合に有意差はあるとは言えなかった (z値＝ 0.74、P= 0.46)。また、カエル
の繁殖ヒ°ークから遠ざかるほどアライグマの出没は減少するのかを解析したところ、経過

日数によってアライグマの撮影時刻割合が有意減少するとは言えなかった (z値＝61、P=

0.46)。

表 2.撮影された哺乳類と鳥類。時刻数は撮影のあった時刻数。カエルはニホンアカガ

エル（の可能性が高い）の捕食が確認できた時刻数、卵塊はニホンアカガエルの卵塊の捕

食が確認できた時刻数、サンショウウオはセトウチサンショウウオの捕食が確認できた時

刻数。

棚—030

哺乳類 学名 時刻数 カエル 卵塊サンショウウォ 時刻数

アライグマ Procyon lotor 23 49 

イタチspp. Mustela spp. 30 5 66 

ニホンノウサギ Lepus brachyurus 

゜
3 

ニホンジカ Cervus mppon 

゜アカネズミ Apodem us speciosu. 

゜
6 

イノシシ Sus scro后

゜ ゜鳥類

アオサギ Ardea cinerea 13 4 

゜モズ Lanius bucephalus 5 

フクロウ Strix uralensis 

゜
5 

タカ科

゜
4 

自然生態園 森の水辺

カエル卵塊サンショウウオ 時刻数 カエル 卵塊 サンショウウォ

4
 

3
 
2

0

8

 

8
 
4
 

5
 
4
 

32 

12 

゜2
 

゜
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図4.Aアライグマがニホンアカガエルと思われるカエルの捕食した画像。 B．アライグマが二

ホンアカガエルの卵塊を捕食した画像。C．アライグマがセトウチサンショウウオを捕食した画

像。D-Gアライ グマ以外がニホンアカガエルと思われるカエルの捕食した画像。Dイタチ sp.、

Eアオサギ、 Fモズ、 Gフクロウ。赤い矢印は被食個体または卵塊を示す。抜き出した画像の

元データは動画データベース YouTubeから閲覧できる。
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図 5. アライグマの撮影された時刻数

4. 考察

調査を行った 3サイトのすべてでニホンアカガエルが繁殖し、アライグマが出没した。

アライグマの出没した時刻数は自然生態園と森の水辺で 49と48であったが、森の水辺で

は21であった。自然生態園と森の水辺の 2サイトでアライグマによるニホンアカガエル

（の可能性が高い）の捕食が自動撮影カメラでそれぞれ4と5時刻数撮影されたが、棚 030

では確認できなかった。アライグマの出没時刻数と捕食が確認された時刻数がサイトによ

り異なっていたが、その要因として繁殖地に出没したニホンアカガエルの個体数の違いが

考えられた。しかし代替指標である卵塊数は棚 030（卵塊数63) と自然生態園 (166) よ

りも少ないが森の水辺 (45) よりも多かった。調査した 3サイトの周辺にはニホンアカガ

エルの繁殖地が複数あるため、今後はアライグマの出没数・カエルの捕食回数がどのよう

な要因で決定されるのかを調査地を追加し精査する必要がある。

アライグマはニホンアカガエルの成体以外にも、卵塊とセトウチサンショウウオの成体

も捕食した。捕食があった時刻数は森の水辺の 5が最大であった（表 2)。それほど高頻度
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ではないものの少なからず捕食による個体群への影響が懸念される。今後はアライグマの

生息密度•生息開始年度が異なる地域間でニホンアカガエルを含めた両生類密度を調査し、

アライグマの負の影響を明らかにする必要がある。

ニホンアカガエルの繁殖期前後でアライグマの出没時間数の違いはなかった。本研究で

はニホンアカガエルの初めの繁殖日 (2月3日）の 2日前 (2月 1日）から観察を始めた

ため、繁殖前の日数が十分ではなく、アライグマの出没の違いを検出できなかった可能性

がある。今後、繁殖前に2-3週間ほど十分な日数を調査し再検討する必要がある。また、

繁殖ピーク後の 2週間ほどでアライグマの出没が減少しなかった。恒常的に水辺に出没し

ているのか、あるいは前後で出没ヒ゜ークがあるのかは調査期間を前後に延長して今後調査

を行う必要がある。

アライグマ以外でニホンアカガエルを捕食した動物種はイタチspp.、アオサギ、モズ、フ

クロウ、タカ科sp.であった。出没時間数は棚030と自然生態園ではイタチsp．の方がア

ライグマより高かったが、 3サイトを合計するとアライグマが他の捕食動物種よりも多く

出没した。ほかの動物種がアライグマを忌避する干渉的競争の影響がある可能性もあるた

め、アライグマと同時に撮影されているかなどで検証していく必要がある。
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